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【表紙制作・デザイン】
琉球大学エコロジカル・キャンパス学生委員会

表紙の制作については、エコキャン学生委員会
委員からのメッセージが込められています。
詳細は p.36 にあります。

琉球大学は、持続可能な開発目標 (Sustainable 
Development Goals;SDGs) の達成に貢献する活
動に取り組み、様々なパートナーと積極的に連携し、
持続可能な社会の実現に向けて行動します。

お知らせ
　これまで環境報告書へ掲載していた一部の項目に
ついては、統合報告書へ移動しました。
　こちらより、ご覧ください。

琉大の刊行物 > 広報誌 > 琉球大学統合報告書 2025

表紙制作にあたって

こんにちは。琉球大学エコロジカル・キャンパス学生委員会です。
今年も環境報告書の表紙制作を担当させていただきました。
今年の表紙に込めた思いを紹介したいと思います。

　今年度の環境報告書の表紙は、サンゴが織りなす沖縄の海をイメージしました。沖縄には世界に約
800 種あるサンゴのうち、およそ 200 種類が生息しており、その豊かさは国内随一です。サンゴ礁は
熱帯魚やウミガメなど多様な生物のゆりかごであり、漁業や観光業を支えるとともに、私たちの暮ら
しを守る大切な土台となっています。
　しかし近年、地球温暖化に伴う海水温の上昇や異常気象によって、沖縄のサンゴは年々減少傾向に
あります。その影響は生態系にとどまらず、観光業や地域経済にも大きな打撃を与えかねません。サ
ンゴを守ることは、美しい自然環境を守るだけでなく、沖縄の未来そのものを守ることにつながりま
す。
　本年度、琉球大学エコロジカル・キャンパス学生委員会では、初めて「第 19 回環境マネジメント
全国学生大会」を主催・運営しました。大会テーマは「＃ 35 から紐解く環境×経済」。このテーマの
もと、環境保全と経済活動の両立をどう実現していくかが議論されました。サンゴはその象徴とも言
える存在です。
　琉球大学エコロジカル・キャンパス学生委員会は、本大会を通して、環境と経済活動の両立の重要
性を再認識することができました。私たち若い世代が、沖縄にとって唯一無二の資源であるサンゴを
未来へと守りつないでいく、そのような思いを込めています。

表紙制作：宮良華歩（工学部工学科 2年）

写真提供：施設運営部職員
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